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セックスワーカーにおけるピル使用，コンドーム使用，

および性感染症歴の関連

キモト キヌコ

木本 絹子

目的　コンドーム使用を前提としたセックスワーカーにおける，ピルの使用によるコンドーム使

用に対する影響，およびクラミジア感染歴との関連を明らかにする。

方法　大阪市内S診療所の性病検診あるいは性病科外来を，1998年4月から1999年3月の1年

間に受診したすべてのセックスワーカー472人に対し自己記入方式による人口社会学的属性，

性行動，避妊・妊娠歴，性感染症歴に関するアンケートを実施し，コンドーム使用を前提と

した仕事に就いている者92人を抽出し本研究の分析対象とした。

成績　ピル使用の有無別にクラミジア感染歴を有する者の割合をみると，1日の平均収入が「5

万円未満」と答えた者を除くすべての項目の者において，ピル『使用』の者がピル『非使用』

の者より高率であった。このうち「中学卒」，風俗歴が「1年以上」，1日の平均収入が「5

万円以上」と答えた者においては有意差が認められた。ピル使用の有無別にコンドーム使用

方法をみると，コンドームを『常時かつ適切』に使用している者の割合は，ピル『非使用』

の者がピル『使用』の者より有意に高率であった。コンドームの『不完全』な使用に対する

ロジスティック回帰分析において，ピルの『非使用』に対する『使用』のオッズ比は4.43

（95％信頼区間1.12-17.60)であり，クラミジア感染歴に対するコンドーム『常時かつ適切』

使用の，『間歇的』使用ないしは『非』使用に対するオッズ比は0.08（95％信頼区間0.01-

0.68）であった。

結論　ピル『使用』の者は，クラミジア感染歴を有する者の割合が，ピル『非使用』の者より有

意に高率であった。ピル『使用』の者は，コンドーム使用において『不完全』な使用の者の

割合がピル『非使用』の者に比べ有意に高率であった。このことは，ピル『使用』の者にお

けるコンドームの『不完全』な使用が性感染症の罹患と一定の関連を有していることを示唆

している。
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